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０．授業探訪の目的と目標

　10 回目の授業探訪。今回は〈日本史探究〉の授

業を探訪した。

＜授業探訪の目的＞
学び続ける教員たちがつくる学びの場との対話

を試みる。

＜授業探訪の目標＞
　①授業の特徴に触れることができる。

　②�マインドを含めた授業デザインについて考

えることができる。

　③�教員にとっての授業の「価値」について考

えることができる。

※第１～４回の取材内容と授業者からのリプライは，

2021 年７月に刊行した皆川雅樹編『持続可能な学び

のデザイン―公共・歴史総合への架け橋　高校「社

会科」授業実践―』（清水書院）に収録。ぜひご一読

ください。

１．今回の授業探訪先

　第 10 回目の授業訪問先は，大阪府大阪市にある

大阪府立桜和高等学校の濱田勇輝先生（【写真①】）

の３年生の〈日本史探究〉の授業である。〈日本史

探究〉は，高校３年生の選択科目として設定されて

いる。

【写真①】〈日本史探究〉を担当する濱田先生

皆川雅樹の授業探訪 ⑩

ゲーム理論を通じた〈日本史探究〉の授業
～ファシリテーターとしての教師という立ち位置～

訪問先：大阪府立桜和高等学校（大阪・公立）　※ 2026 年１月に取材
取材した授業：日本史探究
担当教員：濱田勇輝先生（教員８年目）※取材当時

◆取材者プロフィール
皆川 雅樹（みながわ まさき）
国士館大学文学部教授。博士（歴史学）。専修大学兼任講師（教職課程）。法政大学第二中・高校教諭（社会科），専
修大学附属高校教諭（地理歴史科），産業能率大学経営学部教授を経て現職。主な著書は，『日本古代王権と唐物交易』
（単著，吉川弘文館），『アクティブラーニングに導くKP法実践』（川嶋直との共編著，みくに出版），『歴史教育「再」
入門』（前川修一・梨子田喬との共編著，清水書院），『持続可能な学びのデザイン』（編著，清水書院），『失敗と越
境の歴史教育』（宮﨑亮太との共編著，清水書院），『歴史総合の授業と評価』（金子勇太・梨子田喬との共編著，清
水書院），『歴史教育「シン」入門』（前川修一・梨子田喬との共編著，清水書院）など。
＠ご感想・ご意見などは右記メールアドレスにお願いします。　　masaki.mi@kokushikan.ac.jp
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　大阪府立桜和高等学校は，大阪市立南高等学校・

大阪市立西高等学校・大阪市立扇町総合高等学校の

３校を統合したうえで，2022 年度に新設開校した。

「次世代の大阪を創成する人材の育成」を目標に，

教育に関する内容を軸とした専門学科として「教育

文理学科」を設置しているところが特徴的な高等学

校である。

　同校の地歴・公民科目の内訳は，次の通りである

（同校ホームページ「教育課程」より）。

高校１年：
　＊地理総合（２単位）

　＊公共（２単位）

高校２年：
　＊歴史総合（２単位）

高校３年：
【教職教育（文系）・国際文化】

　＊�世界史探究・日本史探究・地理探究・理科

探究から１科目選択（３単位）

　＊�英語演習・日本史演習・世界史演習・数学

演習・理科演習より２科目選択（各３単位）

【教職教育（理系）・理数情報】

　＊�世界史探究・日本史探究・地理探究・理科

探究から１科目選択（３単位）

※【　　】内はコース

　2026年１月に，濱田先生が担当する〈日本史探究〉

の授業（１コマ１クラス）を見学させていただいた。

なお，本授業は大阪府立桜和高等学校主催の「地歴

公民科公開授業」として設定され，私以外にも他の

高校などの先生方が見学していた。

２．第二次世界大戦前の国際秩序を考える授業

　１コマ50分間の構成は，おおよそ次のようになっ

ていた。

①導入：ルールと注意事項の説明（約 15分）

②展開１：シミュレーション・ゲーム（約 20分）

③展開２：振り返りと発表（約 10分）

④まとめ：史実との関係説明，次回予告（約５分）

①導入：ルールと注意事項の説明（約 15 分）

　単元内容は，1920 年代のヴェルサイユ・ワシン

トン体制下の国際協調が崩壊し，世界恐慌を経て日

本が第二次世界大戦に至る過程を扱うものである。

濱田先生の授業では，単に年表上の出来事を追うだ

けでなく，経済的苦境や対立する国際関係の中で，

当時の指導者が直面した「選択の困難さ」を理解す

ることを試みる。

　今回の授業では，昭和恐慌下の経済封鎖やブロッ

ク経済化が進む状況下で，他国と「軍縮」を約束で

きるか，あるいは裏切って「軍拡」に踏み切るべき

かを決断する。「持てる国（米英仏）」と「持たざる

国（日独伊）」の立場に分かれ，対話の有無による

意思決定の変化を「ゲーム理論」に基づくシミュレー

ション・ゲームを通じて体験する。

　授業冒頭，生徒たちは仮想国家（アメリカ，ドイ

ツ，フランス，イタリア，イギリス，ソ連，中国，

日本）のグループに分かれて着席した。生徒たちか

らは，「めっちゃ中国（の雰囲気）や」「これで私た

ちの未来が決まる」といった発言があり，ゲームの

設定に高い関心を示しながら準備を進めた。濱田先

生が「紛争の平和的解決はなぜ困難なのか？」とい

う問いを投げかけ，話し合いだけで平和が実現でき

るのかを体験しながら学ぶことが示された（【写真

②】）。

【写真②】授業開始時の風景

　シミュレーション・ゲームのルールについてのス

ライド（【資料１】）と配布資料（【資料２】）は，５

頁に掲載の通りである。
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②展開１：シミュレーション・ゲーム（約 20 分）

＜ゲーム I：対話なき「軍拡」の連鎖＞

　最初のゲームでは，1939 年頃を想定して，対戦

国が設定された（アメリカ対ドイツ，フランス対イ

タリア，イギリス対ソ連，中国対日本）。

　ゲームⅠでは，相手国との対話が一切禁止され

た。生徒は「軍拡」「軍縮」または一度きりの強力

な「政策 C（核武装など）」を，相手の出方を予測

しながら選択する。生徒たちからは，カードを出す

瞬間，「怖い」「終わった」「最悪や」といった叫び

声が上がった（【写真③】）。「軍縮を出せば両方に点

が入る」と分かっていても，裏切りを恐れて軍拡を

選び，結果としてお互いにポイントを失う状況（ナッ

シュ均衡）に陥る。生徒たちは，「思考が同じ（相

手も軍拡を選ぶ）」「やることが一緒や」と，構造的

な行き詰まりを実感する。濱田先生は，これを戦前

の日本と中国の「どん詰まり状態」になぞらえて解

説した。

【写真③】政策カードを提示する様子

＜ゲーム II：対話と「裏切り」の心理戦＞

　次に，1944 年頃を想定して，対戦国が設定され

た（アメリカ対日本，フランス対ソ連，イギリス対

ドイツ，中国対イタリア）。

　ゲームⅡでは，相手国との「対話（交渉）」が解

禁された。生徒たちは「平和のために協力しよう」

と約束を交わすが，その裏で自国の利益を最大化す

るための戦略を練る（【写真④】）。生徒たちからは，

「平和に，平和に行こう」「信じてるで」「裏切られ

たらそれなりの対応で返す」といった，牽制し合う

生々しい会話が交わされた。しかし，いざ提示の瞬

間には「やっぱそうなるよな」「最低な国！」「人間

不信になる」といった裏切りに対する不満が噴出し

た。「平和に行きたいけど，（政策 C を）持ってい

るから怖い」「やられたらやり返したい」という生

存本能と倫理観の板挟みになる。

【写真④】グループワークの様子

③展開２：振り返りと発表（約 10 分）

　ゲーム終了後，まずは，個人で体験を通じての感

想をワークシートに記入した。次に，グループ内で

感想文のまわし読みが行われた。そして，各国の代

表者から感想の発表が行われ（【写真⑤】），それぞ

れの心情を共有した。

【写真⑤】発表の様子

　生徒の主な発言（各国の声）としては，「（政策 C

のぶつかり合いで）マイナスからのスタートにな

り，結局動けなくなった」（中国），「本当に（相手

国が）嫌いになった。話していても，結局裏切られ

た」（イタリア），「交渉して裏切ることなくプラス

で終われた」（ドイツ），「平和に行こうとしたが，

初めから核（政策 C）が出てきて裏切られたと思っ

た」（日本），「対話で裏切りができる以上，軍縮の

メリットが分からない。だから核（政策 C）を使っ

た」（アメリカ）など，裏切り合い，一部で協力が

成立した例，冷徹な合理性に基づいた意見などが出

た。
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【資料２】配布資料：生徒用ワークシート 

 

【資料１】シミュレーション・ゲームのルールについてのスライド

Game 1 R1 R 2 R 3 R 4 R 5 Total

自国メンバー A)

相手国メンバー

ゲーム上の注意
- ゲームマスターの許可なしに、対戦国と対話することは禁止 (そのような行為が見られれば罰則規定 : -50)
- 政策はきちんと相談して決めること。その際、相手国に政策内容が漏れないように注意すること。
- 時間配分 (戦略 → 30sec, 記録 → 30sec) 

戦略メモ : 

Game 1 R1 R 2 R 3 R 4 R 5 Total

自国メンバー B)

相手国メンバー

 ゲームⅠ

クラス 番号 名前

 ゲームⅡ

戦略メモ : 

Game 1 R1 R 2 R 3 R 4 R 5 Total 同盟国 : 
スコア

自国メンバー C) D)

相手国メンバー 統合スコア
(A+B+C+D) 

 ゲームⅢ

戦略メモ : 

相手国

自国
政策A : 軍拡 政策B : 軍縮 政策C

政策A : 軍拡 (0, 0) (20, -10) (10, 50) ← 核
(10, 30) ← 他

政策B : 軍縮 (-10, 20) (10, 10) (-10, 50) ← 核
(-10, 30) ← 他

政策C 核 → (50, 10)
他 → (30, 10)

核 → (50, -10)
他 → (30, -10)

核 → (-50, -50) ← 核
核 → (-50, -30) ← 他
他 → (-30, -30) ← 他

 ゲームⅠを終えて ; 感想

 ゲームⅢを終えて ; 今回の取り組みで考えたこと・感じたこと

 ゲームⅡを終えて ; 感想

第二次大戦とその後の欧米主要国と日本
- ゲーム理論を通じた国際紛争と平和維持の要因考察 -

【資料２】配布資料：生徒用ワークシート

相手国

自国
政策A：軍拡 政策B：軍縮 政策C

政策A：軍拡 （0，0） （20，-10）
（10，50）←核
（10，30）←他

政策B：軍縮 （-10，20） （10，10）
（-10，50）←核
（-10，30）←他

政策C 核→（50，10）
他→（30，10）

核→（50，-10）
他→（30，-10）

核→（-50，-50）←核
核→（-50，-30）←他
他→（-30，-30）←他
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④まとめ：史実との関係説明，次回予告（約５分）

　最後に濱田先生が，今回生徒たちが体験した「不

信の連鎖」が歴史上で日本を国際的孤立へと導いた

ことを指摘した。そして，次回はさらに複雑な「同

盟（ゲームⅢ）」の要素を導入することを予告し，

生徒たちは強い関心を持ったまま授業を終えた。

３．授業デザインの特徴

　今回の授業で濱田先生は，単なる知識の伝達では

なく，ワークショップ形式で歴史を体感し，理論的

に確認できる授業を構築した。

　今回の授業の実践内容は，ゲーム理論を用いて国

際政治を体感するもので，授業の中心は，「ゲーム

理論（囚人のジレンマ）」を応用したワークショッ

プ型授業であった。生徒たちは各国（グループ）に

分かれ，以下の選択を通じて国際情勢を疑似体験し

た。

①カードの選択

　「軍縮」と「軍拡（軍備拡張）」のカードのど

ちらかを対戦国双方が同時に提示し，その組み

合わせによって得点が決まる。

②得点配分とジレンマ

　軍拡同士が重なると得点が伸びない（あるい

は０点更新が続く）設定になっており，「自国の

優位を保ちたいが，軍縮しないと得点が上がら

ない」という葛藤を生み出す。

③平和的解決の困難さ

　「紛争の平和的解決はなぜ困難なのか？」とい

う問いを掲げ，生徒たちは対話の欠如や疑心暗

鬼によって軍拡を選び続けてしまう現実を体感

した。

　濱田先生は，このワークショップ型授業を通じ

て，歴史的な事象を以下の理論的枠組みで回収する

ことを目指した。

①ナッシュ均衡

　相手の合理的な選択を想定すると，自分も損

をしないために「軍拡」を選ばざるを得ない状

況を説明する。

②パレート最適

　全員が「軍縮」を選び続ければ全体の利得は

最大化されるが，現実にはそれが極めて困難で

あることを示す。

③妥協の必要性

　平和の実現とは，どこで線を引いて相手に譲

るかという「妥協点」を探るプロセスであるこ

とに気づかせることが最大の狙いである。

　授業を見学していた先生方との振り返りの協議会

では，多角的な意見・フィードバックが寄せられた。

＜評価の工夫＞

　グループワーク中の生徒の評価について，濱

田先生は数値的な評価よりも，節目でのコメン

トバックを重視し，生徒の主体性や思考の変化

を見取ろうとしている。「振り返りシートの文字

数の変化」が関心の度合いを測る指標になると

いう知見も共有された。

＜史実との整合性＞

　「軍縮＝平和」という構図が常に正しいのかと

いう問いに対し，ワシントン・ロンドン軍縮会

議が後の戦争へ繋がった側面など，歴史の複雑

さをどう教えるかという課題が提示された。

＜ゲーム設定の妥当性＞

　「軍備拡張が常に０点（あるいはマイナス）で

いいのか」という点について，国家の資金力や

現実の国際情勢に基づいた重み付けの必要性な

ど，より高度なシミュレーションに向けた提案

もあった。

＜教師の役割＞

　教師が「教える人」から「場を作る人（ファ

シリテーター）」へと変換することの重要性と，

そのための授業準備の苦労について称賛と共感

が寄せられた。
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　今回の授業は，歴史上の出来事を単なる過去の知

識として暗記させるのではなく，「ゲーム理論」と

いうツールを使って現代にも通じる普遍的な「人間

社会のメカニズム」として捉え直させる挑戦的な試

みである。

４．授業の「価値」

　今回取材した大阪府立桜和高等学校では，学校設

定科目である「教育探究」（「総合的な探究の時間」

と合わせて週２コマ）が学びの軸となっている。こ

れは，１～３年の各学年で全コースの生徒たちが取

り組むものである。３年間の授業を通して，育成し

たい能力・資質として，次の５つがあげられている。

①高いコミュニケーション能力

②情報活用能力

③問題解決能力

④主体的に学び続ける力

⑤未来を切り拓く創造力

　これらの力を身に付け，「よりよい学校・よりよ

い大阪を主体的に創るチームの一員になる」ことを

目的としている。「教育探究」を軸とした学習活動

の展開を前提として，各科目の授業も上記の５つの

力が意識されたものになっている。

　濱田先生は〈日本史探究〉の授業に参加する生徒

たちについて，当日配布された学習指導案の生徒観

に次のように書いている。

　授業態度は真面目で，日本史が得意な生徒を

中心に，授業中の発言は積極的である。特に，

グループワークに取り組む姿勢はクラス全体を

通して非常に前向きであり，議論が活発になる

ことが多い。そのため，教材観を踏まえたワー

クショップの状況設定を丁寧に説明し，歴史的

知識の確認と，その事象になぞらえてワークが

進行するようなファシリテーションを心がけ，

生徒の思考力を基盤に，歴史の理解を促したい。

　そして，実際の授業での生徒の様子は前向きに学

ぶ姿勢が見え，濱田先生の振る舞いもファシリテー

ターそのものであった。

　今回取材した授業で，生徒たちは「なぜ平和は難

しいのか」という問いに対し，自らの体験を通じて，

社会の曖昧さや妥協の重要性を学ぶ機会を得た。こ

の学びの場において，歴史上の出来事の説明や理解

だけにとどまらず，上記の５つの力を前提に，生徒

同士のコミュニケーション，日本史の授業内容を前

提とした問題解決やこれからの社会について考える

ことなどが，濱田先生のファシリテートによって行

われたわけである。

　読者のみなさまは，授業における教師の立ち位置

についてどのように考えますか？

◆訪問先データ
大阪府立桜和高等学校（公立・共学校）
〒 530-0037 大阪府大阪市北区松ヶ枝町１-38
HP：https://www3.osaka-c.ed.jp/owa/
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０．授業探訪の目的と目標

　10 回目の授業探訪先である大阪府立桜和高等学

校の３年生の〈日本史探究〉の授業において，いつ

も取材している皆川が，先方の依頼で授業（１コマ

50 分）を実施した。

　今回の授業（以下，本授業）の目的と目標は，次

の通りである。

《目的（ゴール）》
（コンセンサスゲームをふまえて）AI が過去の

膨大なデータを学習して未来を予測する時代に，

私たちが歴史を学ぶ意味は何か？

《目標（ステップ）》
①：�これまでの歴史の授業で面白かったことを

思い出すことができる。

②：�歴史を学ぶ意味について考えることができ

る。

③：�歴史を学ぶ意味について書き出すことがで

きる。

　本授業では，単なる知識の伝達を目的とせず，生

徒自身の「メタ認知」を促し，他者との対話を通じ

て「歴史的リテラシー」を再構築することを意識し

た。

１．授業実践の構成

　本授業は，個人の内省，集団での合意形成，そし

て個人での思考整理へと至る場をつくった。社会構

成主義の観点から，知識を「与えられるもの」では

なく「他者との関わりの中で生成するもの」と捉え

る構成を意識するものである。

　本授業は，次の３段階の認知プロセスを考慮して

展開した。

皆川雅樹の授業探訪 ⑪番外編

歴史を学んできたことを振り返り，歴史を学ぶ 
意味を考える授業

～〈日本史探究〉の締めくくりとして～

訪問先：大阪府立桜和高等学校（大阪・公立）　※ 2026 年１月に実施
担当した授業：日本史探究
担当教員：皆川雅樹

◆取材者プロフィール
皆川 雅樹（みながわ まさき）
国士館大学文学部教授。博士（歴史学）。専修大学兼任講師（教職課程）。法政大学第二中・高校教諭（社会科），専
修大学附属高校教諭（地理歴史科），産業能率大学経営学部教授を経て現職。主な著書は，『日本古代王権と唐物交易』
（単著，吉川弘文館），『アクティブラーニングに導くKP法実践』（川嶋直との共編著，みくに出版），『歴史教育「再」
入門』（前川修一・梨子田喬との共編著，清水書院），『持続可能な学びのデザイン』（編著，清水書院），『失敗と越
境の歴史教育』（宮﨑亮太との共編著，清水書院），『歴史総合の授業と評価』（金子勇太・梨子田喬との共編著，清
水書院），『歴史教育「シン」入門』（前川修一・梨子田喬との共編著，清水書院）など。
＠ご感想・ご意見などは右記メールアドレスにお願いします。　　masaki.mi@kokushikan.ac.jp
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◇ステップ１：想起

　これまでの歴史の授業での情動的な経験（面

白かったこと）を呼び起こし，学習の主体性を

確保する。

◇ステップ２：思考・対話

　「コンセンサスゲーム」という手法を用い，歴

史を学ぶ意義について多角的に検討し，他者と

の価値観の調整を行う。

◇ステップ３：言語化

　対話を経て洗練された自身の考えを「歴史を

学ぶ意味」として再定義し，記述する。

　50 分の授業時間は，次の７つのプロセスで構成

した。

１．�あいさつ：講師と生徒の心理的距離を縮める。

２．�ウォーミングアップ：なぞなぞを用いたア

イスブレイク。脳の活性化を図る。

３．�講師紹介：講師の専門性を示し，授業への

期待感を高める（以上，約８分）。

４．�ワーク（過去の想起）：配布された A４白

紙の「上半分」を使用し，印象的な学習内

容を書き出して，近くの生徒同士で共有（約

12分）。

５．�ワーク（コンセンサスゲーム）：本授業の中

核。個人思考からグループ討議へ（約15分）。

６．�ワーク（最終的な言語化）：白紙の「下半分」

に，AI 時代における歴史学習の意義を記述

し，記述終了後，講師のところへ持参（約

15分）。

７．�振り返り：リフレクションシートへの記入

による学習の定着（約５分）。

　４．のワークでは，次のようなスライドを提示し，

生徒たちは，A４白紙の上半分を使って書き出した。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　生徒たちは，「枯山水」「ザビエル」「紫衣事件」「モ

リソン号」「朝鮮戦争」など単語で書いたり，「どん

ぐりをクッキーにして食べてみた」「映画で学ぶ日

本史」「四大改革について調べて自分が好きな改革

についてプレゼンする」「日本史カルタ」「貿易ゲー

ム」など授業で取り組まれたであろうアクティビ

ティを書いたりしていた。また，イラストで表現す

る生徒もいた。

２．コンセンサスゲームの実践

　本授業のエンジンとなるのは，合意形成を目的と

した「コンセンサスゲーム」である。これは，特定

の正解がない問いに対し，グループ全員が納得でき

る解を導き出すシミュレーションである。「コンセ

ンサス」とは，単なる「妥協」や「平均値」ではな

い。それは「意見の一致」「総意」であり，「複数の

人間が，互いの論理を尊重した上で一つの結論に合

意すること」を指す。これは，民主主義社会におけ

る意思決定プロセスの擬似体験でもある。

　対話の質を高め，思考の停止を防ぐために，次の

ルールを提示した。
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　このプロセスを通じて，生徒が「他者の歴史観」

と「自分の歴史観」を衝突・融合させ，より高度な

次元の認識へと昇華させていくことを意識したもの

である。

　コンセンサスゲームでは，歴史を学ぶ「６つの意

義」を提示した（【資料 1】）。この６つは，大阪大

学歴史教育研究会編『市民のための世界史　改訂

版』（大阪大学出版会，2024 年）に書かれている「歴

史を学ぶ６つの意義と効用」にあげられているもの

である。

　なお，生徒たちには，順位を考えるための資料と

して，同書の４～９ページを抜粋したものを配付し

た。

　本授業では，歴史学習の意義としての「６つの意

義」を AI の特性と比較しつつ深掘りすることで，

人間が行う歴史学習の固有性を浮き彫りにすること

をねらった。

　生徒たちは，個人で順位付けをしたあとに，３～

４名のグループをつくり，グループ内で順位付けの

コンセンサスをとった。しかし，10 分経過しても

順位が確定するグループができないほど，対話は白

熱した。

　ここで，順位付けする各項目について，AI との

関係で，少しだけ解説したい1。

① 現在は過去の積み重ねのうえにある

　AI はデータ間の「相関関係」を見出すのは得意

だが，そこに流れる「因果の物語」や「アイデンティ

1　�なお，ここに示した解説は当日の授業で生徒たちには伝え
ていない。

【資料１】コンセンサスゲーム　歴史を学ぶ「６つの意義」
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ティ」を実感することはできない。私たちが歴史を

学ぶことで，目の前の社会が偶然の産物ではなく，

先人の選択の集積であることを認識することは，現

代を生きる当事者意識の源泉となる。

② いろいろな意味で，歴史は繰り返す

　AI はパターン認識によって未来を予測するが，

人間は歴史の類似性から「教訓」を得て，自らの意

志でその連鎖を断ち切る，あるいは加速させること

ができる。AI が予測する「統計的な未来」に対し，

人間は「意志による未来」を対置させるために歴史

を学ぶのである。

③ 歴史を学ぶと長期的で広い視野が身につく

　AI は学習データに依存するため，しばしば特定

のバイアス（フィルターバブル）に陥る。歴史とい

う数百年，数千年のタイムスパンで物事を捉える視

座は，目先の利益や一時的な社会現象に翻弄されな

い，大局的な倫理観を育む。

④ 歴史を学ぶことは，自分たちの常識とは違った

考え方やしくみを理解する（異文化理解の）訓練に

なる

　過去は「異郷」である。自分たちの常識が通用し

ない時代背景や価値観を理解しようとするプロセス

は，現代の多様な他者を理解するための高度なシ

ミュレーションとなる。AI の出力する「平均的な

正解」を超え，異質な論理を内包する力は歴史学習

でこそ養われる。

⑤ 事実を突き止めたり，妥当な解釈を選んだりす

る能力が身につく

　AI の「ハルシネーション（もっともらしい嘘）」

が問題となる現代において，複数の史料を突き合わ

せ，情報の真偽を吟味する「ヒストリカル・リテラ

シー」は必須の生存戦略である。事実を確定し，複

数の解釈から最も妥当なものを選び取るプロセス

は，人間にしかできない高度な知的誠実さの体現で

ある。

⑥ 良質な娯楽としての歴史の効用

　AI が生成するコンテンツを消費するだけでなく，

自らの知的好奇心によって過去を探索し，知的興奮

を覚えること。この「学ぶ喜び」そのものが，人間

の精神的な豊かさを担保する。

３．現段階における歴史を学ぶ意味の言語化

　本授業では，上述のように７つのプロセスを用意

した。４．のワークでは，５．のコンセンサスゲー

ムの前に「過去の授業の想起ワーク」を行い，配付

された紙の上半分に「面白かったこと」「印象的な

内容」を書き出した。これは，教育心理学でいう「エ

ピソード記憶」の活性化である。個人的な体験に基

づく感情を伴う記憶を呼び起こすことで，後に続く

「歴史を学ぶ意味」という抽象的な議論の「足場か

け」としている。

　「あの授業の，あの人物の話が面白かった」とい

う具体的な実感が伴うからこそ，抽象的な「６つの

意義」を検討する際に，自らの血肉となった言葉で

議論することが可能になる。この「具体（個人的経

験）」から「抽象（普遍的な意義）」への接続こそが，

深い学びを生む鍵である。

　授業の最終段階（６．のワーク）で，生徒たちは

紙の下半分に「AI 時代に私たちが歴史を学ぶ意味」

を記述した。この「上半分（過去の記憶）」と「下

半分（未来への展望）」を一枚の紙に共存させる形

式は，生徒自身の内面における歴史意識の現状を表

現することにつながる。

　６．のワークでは，次のようなスライドを提示し，

生徒たちは，A４白紙の下半分を使って書き出した。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　生徒たちには，紙の下半分に書き終わったところ

で，皆川のところへ持ってきてもらい，その場で読

んで簡単なコメントをそえた。
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　以下，紙の下半分で書かれていた内容（私たちが

歴史を学ぶ意味）の一部を紹介する。

○�歴史的事象に対して，感情を持って学ぶこと

ができる。AI は規則的なつながりしか見つけ

られないが，人間は多少飛躍した事象でもつ

なげられるかもしれない。

○�どこかに自分が面白いだとか，もっと学びた

いと思わせてくれる歴史の出来事があるかも

しれないから，それを見つけないともったい

ない。それがきっかけで，自分がやりたいこ

とが見つかる可能性があり，もし歴史を将来

使わなかったとしても，「私は歴史を学んでき

た」という自信にもなる。

○�歴史を人間が学んで，人間にしか考えられな

いひらめきや気づきを得ることができる。歴

史を学ぶことで，自分にとって新しい興味や

わくわくや好き！を見つける。

○�過去の二の舞にならないために，今まで歴史

をつむいできたものを継続するために，人間

の力で続けていく。

○�他の国や地域のことなど，いろいろな価値観

を知るため，周りの人，国同士で仲良くする

ため，相手のことを知っていろいろな判断を

するため，いろいろな知識を得て，自分に判

断する力を身に付けるために歴史を学ぶ。

○�今までの歴史をつくってきたのは人間。人間

は感情や意見をそれぞれ持っており，AI には

そのときの事実はわかるが，それ以外はわか

らない。人間が歴史を学ぶのは，当時の人の

立場になってそれぞれの意見を理解しようと

することで，これからも人とうまく接するた

めに相手の気持ちを理解する力が身につくの

で，その力を，歴史を学ぶことで身に付けら

れる。

　本授業の目的は，AI が提示する「正解」を鵜呑

みにするのではなく，他者との合意形成（コンセン

サス）を通じて，主体的に意味を生成する姿勢の確

立にある。AI は計算によって予測を出すが，人間

は対話によって納得を作り出す。歴史学習とは，過

去のデータを処理することではなく，過去との対

話，そして他者との対話を通じて，私たちが「どう

ありたいか」という未来への意志を構築するプロセ

スに他ならない。

　記入した紙を提出した後に，「リフレクションシー

ト」（【資料２】）を生徒に配付し記入してもらい，

授業は終了した。

　最後に，「リフレクションシート」に書かれた内

容の一部も紹介する。

○�いままで歴史を学ぶ意味なんて考えたことが

なく，たくさんのことを考えることができた。

○�歴史を知らなければ現在どうなっているか理

解できないし，考えることもできない。

○�歴史は暗記するだけかと思っていたけど，今

日の授業を通して，暗記だけではないと学ん

だ。歴史を学ぶ中で，AI に勝てる考え方を身

に付けたい。

○�今まで歴史はいらない科目だと思ったことは

なかったが，今回の授業でもう一度，意味や

意義を確認することができた。学問は，専門

的な領域までいかないと意味がないと考えて

いたが，基礎的な知識でも，自分の思想など

に影響を与えてくれるのだと自覚できた。

○�歴史を学ぶ理由はあるぞ！これからも歴史を

学ぼうと思った。

○�自分だけの考えで歴史を学ぶのはリスクがあ

るのかなと思った。だから，自分以外の人と

意見を交換し合うことはとても大切なのかな

と思った。

○�なぜ争いが毎回起きるのか，歴史からひも解

いてみたいと思った。

○�今回考えた歴史を学ぶ意味を，入試の面接で

言おうと思った。

○�日本史は，大学ではたぶん学ぶ機会がないが，

本や映画などで自分が知りたい日本史を探求

していこうと思った。

○�コンセンサスゲームで，自分が考えた順位が
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当たり前だと思ったが，友達と共有したら意

外と順位が違い，理由を聴くことで納得する

ことがたくさんあった。

○�何を学ぶにも学ぶ意義を見つけると，学ぶの

が楽しくなりそうだし，新たな発見もできる

から，これからも考えながら学びたい。

　本授業は，歴史教育が単なる過去の記録の伝達で

はなく，AI 時代を生き抜くための「主体的な解釈力」

と「合意形成能力」を養うきっかけとして試行した

ものである。生徒たちが最後に記した言葉は，デー

タの蓄積を超えた，人間による「価値の創造」その

ものなのである。

【資料２】リフレクションシート
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編集部：　弊社の販促冊子「リサーチ」の特別企画と
して、「「公共」を検証する：新科目「公共」の創設
から現在までを振り返る〜どのような取り組みと工
夫ができたか？ 　できなかったか？〜」というテー
マを設定させていただきました。実際にご授業され
ている先生方に、ご授業の報告とともに、ざっくば
らんに「公共」という教科についてのお話しをいた
だきたく、お集まりいただきました。

本企画は福井大学の橋本康弘先生に立案いただき
ました。
（以下、Research 2026 No.1 で掲載した企画意図

を再掲しています）

福井大学　橋本康弘（以下、橋本）
：　みなさん、よろしくお願いいたします。福井大
学の橋本です。平成 30 年告示の学習指導要領で新
たに設置された科目「公共」ですが、この「公共」
について振り返るというか、考えるというようなこ
とをしたいなと、個人的に思いまして、提案させて
いただきました。それは、「公共」が始まって丸 4
年かな。ちょうど一回りしたというところだと思う
んですけど、「現代社会」を廃止して新たに作られ
た科目ということもあり、かつ「現代社会」が昭和
57 年に開設をされていたということで、それ以降、
特に公民科に関しては単元数の割り当てなどの変化

「公共」を検証する② 
パネル対談

新科目「公共」の創設から 
現在までを振り返る

〜どのような取り組みと工夫ができたか？ 
できなかったか？〜

（2026 年３月７日　九段会館サクラテラス）
中央左から：澤田浩一（國學院大学）・橋本康弘（福井大学）　×
� 画面左：金子幹夫　荒木秀彦　　画面右：塙枝里子　外側淳久

リサーチ_2026-3rd_公共を検証する_CC2025.indd   14リサーチ_2026-3rd_公共を検証する_CC2025.indd   14 2026/09/14   19:07:462026/09/14   19:07:46



15Research　2026.3rd　特集　新しい授業のために

はありましたが、大きな改革というようなことは行
われてこなかったわけですけど、今回、大きな改革
が行われて、新たな科目である「公共」が創設され
たというところがあったかと思います。

▶「公共」という科目の特徴

橋本：　「公共」の科目としての特徴はいろいろあるわ
けですけど、教育の目標として、そのいわゆる知識
の習得ということだけではなくて、活用を重視する
というところが一つあります。資質能力の育成の重
視というところもありますね。あと、消費者、金融、
起業、雇用、安全保障、労働などなど、現代社会の
諸課題を取り上げて、その解決の在り方を考える。
その際には一人で考える、まとめるということだけ
ではなくて、他者と協働しながら考察したり、考え
を広げていくといったような、こういう特徴がある
科目というところが「公共」かと思っております。

つまり市民性育成とか社会問題感科というような
要素を持った科目といえるでしょう。また、主権者
を育てるといったような主権者教育としての側面、
かつ開かれた教育課程ということがこの間言われて
おりますので、外部連携ですね。弁護士とか社労士、
税理士、様々な士業さんとの関係、協働関係ですか
ね。そういうところで授業をしていくということも
求められてきたかと思います。憲法に関して言うと、
憲法を教えるというよりは、憲法を基盤に置いて考
えを深めていく、というところが特徴的なカリキュ
ラムかというふうにも思います。

さらに思考実験ですね。特に大項目Ａのところで
すけど、重視をしているというところが特徴として
あります。いろんな要素を持った科目ができたとい
うふうに考えられます。

学習指導要領全体でいうと、主体的、対話的な深
い学びが重視をされてきているというところでは、
教室の板書で、教科書の内容を書き取るということ
よりも、むしろディベートしたり、生徒同士が対話
するといったようなことが重視をされてきていると
いうことがあったかと思います。

▶「公共」の授業を振り返る作業

橋本：　そこで、ちょうど一回りしたということもあ
るので、こうした特徴を持った「公共」の授業実践

が学校現場でどの
ように捉えられて
きたのかというこ
とと、先生方が何
を重視されて「公
共」の授業をされ
てきているのかと
いったようなこと
に つ い て、 振 り
返る作業ができた
らと思っております。また高校生の教育に資すると
いうことが大事なポイントですので、高校生にどう
いった資質能力を、この間、先生方が育成しようと
してきたのかということ、そしてそれを踏まえてど
ういう授業を作ってこられたのかといったようなこ
と、かつそれに取り組まれた後、子供がそれをどう
受け止めたのかということが重要なので、今日は特
に授業を中心にしながら、教師、子供、そして研究
者それぞれがそれぞれの立場でですね、それぞれの
授業についてどういった意味づけをしていたのかと
いったようなことについて、かつそれらの授業がど
ういった発展性があるのかといったようなことにつ
いてもざっくばらんに議論できればいいのかなとい
うふうに思いまして、企画を起こしたということに
なります。

最初の出発点は、「公共」が始まって一回りして、
先生方が具体的にどんな実践をされてきたのかとい
うことですね。それをここで、共有できればいいの
かなというふうに思っております。はい、以上でご
ざいます。

編集部：　橋本先生ありがとうございます。「公共」が
始まって一回りしまして、教科書の方も 2026 年４
月から改訂版という形で、新たなものを使っていた
だくタイミングとなっております。今回のこの企画
で様々なご授業実践のお話をいただくなかで、新た
に、こういう授業ができるかな、あるいはこういう
ふうに変えていくことができるかな、というところ
に視点を持っていただけると嬉しいです。どうぞ皆
様よろしくお願いいたします。

最初に都立駒場高校の外側先生からご報告をいた
だきました（Research 2026 No.1）。続きまして千
葉県立船橋北高等学校の荒木先生から政治的分野に
つきまして実践のご報告をいただきます。
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千葉県立船橋北高等学校　荒木秀彦（以降、荒木）
みなさま、よろし

くお願いいたしま
す。千葉県立船橋
北高校の荒木です。

本日は、2024 年
の３月まで勤務し
た千葉県立津田沼
高 校（1978 年 設
立）で取り組んだ
主権者教育につい

ての授業実践を紹介させていただきます。
津田沼高校は千葉県習志野市の臨海部にある普通

科の中堅進学校です。卒業後の進路は公務員、就職
が数名で、その他は進学に向けて取り組む生徒たち
です。授業で生徒に主権者に関するアンケートを取
ると、保護者の８割以上が「投票する」と答えますし、
生徒も投票には意欲的です。授業実践した２年生で
は、習志野市内在住が 15％程度で、船橋市在住が
40% 程度となっています。

今回ご報告するのは、習志野市の市議会議員 29
名中の 22 名が参加した「対話集会」という授業実
践です。主権者教育、社会参画という観点から、生
徒に「選挙公約の実現性」を直接市議に問う、とい
う活動に取り組んでもらいました。その際のご報告
となります。

お手元に資料を配らせていただきます。配布致し
ましたのは日本公民教育学会で一昨年度（2024 年・
愛知教育大学開催）発表させてもらった資料となっ
ています。

▶「公共」の授業づくり

荒木：　私自身の「公共」の授業づくりとしては、先
ほど、橋本先生からのご説明にあった中から、以下
の２点を中心に据えて考えていました。

１つ目は、現代社会の諸課題を取り上げて、その
解決の在り方を考える。その際には一人で考える、
まとめるということだけではなくて、他者と協働し
ながら考察したり、考えを広げたりしていくといっ
たような形での授業です。２つ目は、「外部機関」
との連携です。主権者教育では、政治的中立が求め
られますが、主権者教育アドバイザーや、市議会の
議会事務局の協力をえることで、その政治的中立を

担保できるのではないかと考えました。この２点を
踏まえて、政治分野において模擬投票、会議録検索、
対話集会の順に実践しました。

ちなみに、津田沼高校では、２年次に「公共」（２
単位）、３年次に「政治・経済」（２単位）を全員が
履修する教育課程となっています。今回は２年生の

「公共」で実践しましたが、この授業は３年生の「政
治・経済」でもできます。また、学校（学年進行）
として企画できるなら LHR でも年間を通じて実践
可能な内容だと思っています。

授業実践いたしました 2023 年度は、統一地方選
挙によって、４年に１度の習志野市の市議会議員選
挙の年でもあったため、４月に実際の選挙公報を利
用した模擬投票（１時間）から始めました。振り返
りとして、選挙結果が確定した後に、模擬投票によ
る生徒の投票結果も公表して比較しました。そこで、
市議たちの選挙公約を改めて確認します（１時間）。
２学期には、会議録検索で選挙公約について、当選
した市議らが議会で質問・提案などをしているかを、
生徒に確認させました。この取り組みの詳細は、『公
共の授業と評価のデザイン』（清水書院　2023 年）
に掲載させていただきました。

【図１】実践の全体像（年間計画）
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▶主権者教育を実践するための条件 
政治的中立のために

荒木：　そもそも、習志野市では、選挙権年齢引き下
げ後に市長と市議会議長が、市内すべての高校・中
学校・小学校を回って、主権者教育を実践するとい
う素地がありました。あくまで、選挙管理委員会の
事務方が主導しているため、政治的中立は担保され
ているという形です。そこに、現職の教員は関わっ
ていません。事務方の中心は議会事務局でした。こ
の点は、他の市区町村よりも、市議らが学校に入る
ことへの障壁は低かったかもしれません。その議会
事務局に「対話集会」の企画をお願いし、市議らの
親睦組織である市議団に声をかけてもらいました。
私が議会事務局の局長や次長、市議団の団長、副団
長らにこの企画について話したところ、快諾してく
ださいました。

そこでも議題になったのが、政治的中立の観点で
した。公平性を担保するため、市議ら全員に参加を
呼びかけ、参加・不参加は自由にしました。ただ、
私からは、各会派から１名は参加してもらい、生徒
からの選挙公約の質問に答えてほしいとお願いしま
した。

このような授業実践ができるかどうかの一番大き
な課題は、学校での管理職の理解と、市の議会事務
局の協力です。実践に際しては、主権者教育アドバ
イザーの藤井剛先生（現・日本新聞協会　NIE コー
ディネーター）に、指導・助言をいただきました。

ご報告する主権者教育の実践は、三段階になって
います（図１）。必ず実践しているのは、４年に１
回ある地方議会の選挙で、本物の選挙公報を使っ
ての模擬投票です。それが一段階目の【「模擬投票」
と事後の政策分析】です。二段階目は、大項目 B に
なります。市の会議録検索システムが使えるので、
それを基に生徒に考えさせる実践です。三段階目の
実践が今のご報告のメインである【対話集会】です。
市議会議員を学校に呼んで、二段階目までで積み重
ねてきた実践を踏まえ、生徒からの問題意識に基づ
く質問や意見交換を行います。

一番のポイントは、周りに協力さえしてもらえれ
ば、どんな教員でも実践できることで、それを目指
して授業を設計しています。

▶選挙結果と連動した授業の取り組みと 
政治的中立

荒木：　１つ目の実践である【「模擬投票」と事後の政
策分析】からご報告していきます。この「模擬投票」
については、配布させていただいた資料に、実際の
模擬投票の結果と、実際の選挙の結果をエクセルで
まとめたものがあります（図２）。模擬投票をした
際には、実際の選挙結果の公表と考察について、生
徒たちにもこうした資料を見せます。ここに気を使
うところが、先生方皆さんあると思います。本実践
では、この資料を公開するタイミングについて、そ
の時の議会事務局長にお考えを伺いました。

国政選挙だとだいぶ時間が経って、得票数が確定
してから総務省が発表する手続きになっています。
参院選を使って模擬投票をしたとすると、選挙が夏
休み前にあったとしても、９月の忘れた頃に結果を
発表する形になります。そこで、地方選挙について
はどうなのかと局長に聞きました。局長が調べてく
ださったところ、明確な禁止事項はないとのことで
した。地方議会の選挙は、投票日当日に開票して確
定して発表します。不正がないことを確認した段階
で発表しているから、そこからひっくり返るってこ
とはまずないそうです。ただ、局長から言われたこ
とが１つあります。たとえ確定後でも授業での模擬
投票結果を SNS などに載せたりしないでくださいと

【図２】2023年習志野市市議会議員の選挙結果
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のことでした。これは、政治的中立についての懸念
があるからです。

公職選挙法第 138 条の３（人気投票の公表の禁止）
「何人も、選挙に関し、公職に就くべき者…を予想
する人気投票の経過又は結果を公表してはならな
い。」という条文です。模擬投票を行う際には、懸
念点が５つありますが、本実践ではすべてが遵守さ
れています。

①実際の選挙を題材とする模擬投票の結果は、当
該選挙の投票終了及び開票開始後に公表する。②（模
擬）投票終了前は、得票状況、途中集計結果及び予
測結果を校内外に公表しない。③模擬投票の結果公
表は、主権者教育の目的に限り、特定候補者又は政
党の支持・不支持を勧誘する内容を含めない。④模
擬投票の結果公表内容は、投票率、得票数、無効票
数及び学習上必要な分析結果に限る。⑤模擬投票の
結果公表後は、実際の選挙結果との比較や投票行動
の分析を行い、主権者教育の教材として活用する。
これらの心配事については、主権者教育アドバイ
ザーの橋本先生を前にして言うのも変ですが、懇意
にされている主権者教育アドバイザーに相談したほ
うが早く解決できます。

今回の模擬投票の結果についても、人気投票の公
表とならないように、実際の選挙結果確定後に公表
しましたが、授業内で生徒に配布して、確認させた
あと、その場で回収しています。スライドで見せる
だけの場合もあります。

授業ではまず、生徒の投票結果と習志野市民が選
んだ人との相違を比較します。実際の選挙結果では
30 番目までが当選ですが、この時は 31 番目と 30
番目とでは３票差です。そうするとリアルな一票の
価値がわかります。一票って本当に重いんだよって
いうのをリアルに感じてもらうためには、地方議会
の選挙結果を見せるのが最も有効です。

一方で、習志野市の有権者数は大体 14 万人ぐら
いですが、投票者数は 65,000 人ちょっとです（投
票率 46％程度）。その中で、どれくらい得票できれ
ば当選できるかを計算してみると、総数の１％未満
です。本当に、有権者数に対して 0.85％ぐらい（30
番目では、1217 票）で当選できるので、これをど
う見るかを考えさせます。一票の重みについては、
多面的・多角的に見ていきます。そのために、でき
るだけリアルな数字で考えてもらった方がいいかな
と思っています。

模 擬 投 票 に つ い て は、 総 務 省 の 主 権 者 教 育 に
関する高校生向け副教材「私たちが拓く日本の
未来」（https://www.soumu.go.jp/main_content/ 
000815498.pdf）にも掲載されている、【実際の選
挙に合わせて模擬選挙をやってみよう】にあるやり
方などを参考にして取り組んでいます。模擬投票の
授業をする前に、自分がどうやって候補者を選んだ
か、という活動を取り入れながら、１時間使って模
擬投票をします。それで結果が出てからの振り返り
を、先ほどご報告したように１時間。合計２時間使
うような形で、三段階のうちの１つ目に取り組みま
した。

▶会議録検索にみる「問う力」 
情報を読み取る取り組み

荒木：　２つ目の実践は【会議録検索】です。生徒へ
の課題は、11 月に行う３つ目の実践である【対話
集会】での市議への質問をつくることです。具体的
には２名以上の市議へ１つ以上の質問をつくること
にしました。これにより、約 320 名の生徒がいるの
で、ほとんどすべての市議への質問が出て、来校し
た市議と議論できると考えました。実際には、有効
な質問をもらえなかった市議もいますが、来校した
際には、所属する会派が推進する事業について答え
てもらいました。

ほとんどの市区町村に会議録検索システムがある
かと思います。市議会のホームページから会議録の
検索・閲覧ができるようになっているので、キーワー
ドを入れれば、誰がいつの議会で何を発言している
かがわかる、という仕組みです。これを活用して、
市議会議員選挙における各議員の選挙公約とその実
現性を、この検索結果から読み取ります。

ただし、本当に問題意識がないと検索を使いこな
せません。習志野市の課題を分かっていれば調べら
れますが、その問題意識がないと、検索内容を思い
つきもしません。

そこで、生徒たちはこの活動の前に、自分の疑問
点や知りたいことを整理して考えておくことが、必
要になります。市議の選挙公約や「市議会だより」（自
治体などで発行している）などから、市議の発言や
問題意識などは確認できるので、それらをもとに、
疑問点を整理します。そもそも４月の市議会選挙の
際に、選挙公報を見ながら模擬投票をやっているの
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で、生徒には、選挙公約の進捗状況を、具体的に聞
くように促しました。

また、キーワードでの検索だけできても、何を調
べたいのかが明確に分かっていないと、チャット
GPT のプロンプトじゃないですけど、どうやっても
使いこなせません。会議録検索で、知りたい発言を
拾うためには、議会で使われている正確な言語で検
索することが必要だからです。検索方法が不十分な
ために結果が示されなかったのか、もしくは、本当
に議会で話題になっていないから検索結果が示され
ないのかでは、まったく意味が異なります。そうい
うところをコンピュータ室で個別に指導した際は、
なかなか苦労しました。

それでも、生徒が２名以上の市議に１つ以上の質
問を何とかひねり出して、そのデータをまとめて議
会事務局に送りました。また、会議録検索以外にも、
生徒は市議のホームページや SNS での発信も調べ
て、しっかりと質問する内容を整理していました。

データの量としては、Ａ４用紙で 500 枚程度に
なってしまい、市議団から誰が何に答えればよいか
選びきれないと言われました。そこで、私が「対話
集会」の実施に合わせて各会派ごとに４つの質問に
まとめることになりました。この作業は、なかなか
大変で２年生の授業がなかった修学旅行の数日間を
費やしました。一方で、生徒全員の市議への質問を
確認するので、成績評価の重要な部分となりました。

対話集会の当日は、前半と後半で市議らが４つの
質問に答えることになりました。

▶市議会議員との「対話集会」 
議会の政治的なバランスを配慮して実施

荒木：　対話集会は、11 月の学年のロングホームルー
ムの１コマを使いました。１時間では時間が足り
ず、少なくとも２時間は必要で、この時間設定が一
番失敗したと思っています。習志野市の市議会議員
は 29 人いて、９つの会派があります。会派と言っ
ても１人で形成している場合もあります。

実際に来校したのは、９つの会派のうち８つの会
派から 29 名中 22 名です。

対話集会では、生徒が事前に質問した内容に対し
て、会派に分かれた市議らが答えていく形です。市
議さんの満足度も高かったというのが結論ではあり
ますが、20 分を２回では時間が短すぎたという大

きな反省点があります。
結果どんな感じになったかといいますと、いくつ

かポイントがあります。
まず、議会事務局の方々が何よりもお気遣いされ

ていたように思います。特に、初めての取り組みだっ
たので、全体が見渡せる環境で実施するために体育
館を活用しました。一方で、市議さんからは教室で
個別に話す方が落ち着いてできるとの感想が複数あ
りました。これは、難しいところで、すべての教室
に教員や議会事務局の方を配置できません。議会事
務局からは、それぞれの市議が何をやっているか見
える場所でやって欲しいと強く要望されました。も
しも市議からの発言に何かあったとしても、「それ
は今回の議題とは違います」などとも言えます。そ
のような配慮は、教員側よりも議会事務局側の方が
丁寧でした。実際には、生徒が市議の話を聞いて不
快なことがあったということは、まったくありませ
んでした。ただ、市議の説明が長くて、本当は追加
の質問をしたかったとの意見も一部にありました。
今回は、グループでの司会を市議に任せましたが、
生徒が司会をした方がよかったとの反省があります。

【図４】対話集会の会場図

【図３】対話集会の様子
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▶「対話集会」のあと

荒木：　対話集会後に、参加した 22 名の市議のうち
６名が、実際の市議会の一般質問で、この対話集会
での内容を取り上げて話してくださいました。その
まま提言されたというのではありませんが、実際こ
れを元に市議自身の主張したいことを発言していま
した。その会議録を生徒に見せると、自分たちが質
問したことや意見交換したことが議会で話されてい
るとわかって、刺激になったようです。
できなかったことといえば、３学期に、「公共」の
大項目 Cの部分で、今回の活動を踏まえて、実際の
政治参画に近い形で、政策提言などのように、もう
少し踏み込んだ取り組みができればと思っていまし
たが、そこまでは及びませんでした。それでも、彼
らが３年生になったら「政治・経済」で何かできる
といいなあと思っていましたが、異動になってしま
いました。
結局、翌年以降はこの実践が続けられなくなって
しまったわけです。属人的な実践ではなくて、誰で
も実践できるカタチに残せていないのが一番の反省
点です。それを予見したような生徒がおりました。
２年生のある生徒から「先生がいなくなるとこの対
話集会ができなくなるので、生徒会とか何か部活と
してやれば、先生がいなくなっても続けられる」と
言われました。私が「そんなこと言っても、何がで
きるの」と聞いたら、「俺、生徒会副会長に立候補
します」と言い出し、本当に立候補し当選しました。
いきなり３年生から副会長になったのですが、私は
転勤してしまったので、対話集会を継続できていま
せん。

編集部：　荒木先生、丁寧にご報告いただきありがと
うございます。さて、このご報告については、橋本
先生からコメントいただければと存じます。よろし
くお願いいたします。

橋本：　荒木先生、お疲れ様でした。このご報告では、
「対話集会」というのがキーワードになっているわ
けですね。高校生と対話する中で、市議さんたちの
満足度が上がった、全体的に満足度が高いというお
話があったと思うのですけど、逆に、対話集会で市
議会議員さんと話した高校生たちは、市議さんとの
対話をどのように意味付けていたのか、といった点

も大切だと思います。それで、こういう対話の機会
は積極的に公共の授業の中に取り入れるべきだと考
えた場合、高校生にとってどれだけ意義があったの
か、成果が見えるかということについて。生徒たち
の考え方や政治参加のあり方の変化など、最後に生
徒会副会長の話もありましたけど、全体的にどうい
う傾向があったのか、お話いただきたいです。
本日配布された資料にもございますか？

荒木：　橋本先生ありがとうございます。
２点あります。対話集会の「満足度」と、「自分ご
と化」についての資料です。
資料はカラーのグラフ（図５参照）で示していま
す。１つ目のグラフは直接話を聞けたことに対する
満足度で、だいぶ高く出ているといいますか、「と
ても満足」と「満足」を合わせると８割以上となり
ます。２つ目のグラフは、20 分×２回の時間につ
いて、もう少し長く、という意見が 45％ありました。
これは、対話集会の進め方として、議員さんがまず
話して、それに対して生徒が対話で噛み合わなきゃ
いけなかったのですが、議員さんの話だけでほとん
ど終わってしまったっていうところがありました。
一部でこのような不満もありましたが、ほとんどの
生徒は話を聞けて満足していました。また、数値的
なアンケートに取らなくて後悔しましたが、市議（政
治家）への印象が良くなったという点です。これは、
明らかにプラスになっているかと思います。生徒か

【図５】対話集会の満足度
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らの感想に最も多くありました。実際に市議と対話
することで「話を聞けて満足」ということだけでは
なく、その先に、生徒が自ら話せて納得できるとい
うような対話集会を目指したいです。
「自分ごと化」については、奨学金の例があります。
ある市議と議論が白熱した生徒がおりました。その
生徒以外にも高校生にとっては奨学金については大
きな関心ごとの 1つです。ある生徒は、習志野市独
自の奨学金について市議に奨学金の財源を直接問う
ていました。市議は、それに対して「財源に関して
ケチるつもりはなく『とにかくやってみよう』と考
えている」と返答したそうです。事前に質問を送っ
た生徒には、正確な返答がなく大変ショックだった
ようです。生徒にとっても、市議さんにとっても不
完全な議論となってしまい、私の反省点の１つです。
ただ、この内容も事後の感想として、生徒の希望を
ふまえて市議へ届けてあります。

橋本：　今、自分ごとって話が出た奨学金の話もそう
ですけど、やっぱり自分が考えている問題意識、政
治に対する問題意識っていうのが、うまく引き出せ
ていた例だと思いました。だからその意味で、荒木
先生としては、出来なかったと感じている部分も多
いかもしれないけど、対話集会でね、政治の問題を
自分ごととして意味付けできた、っていうところに、
意義を見出せているのではないかな。こうした経験
に意味があったなっていうのもありますね。
あともう１つ、２段階目の市議への質問を考える
ための、会議録検索システムの中で先生おっしゃっ
ていましたけれど、自分で考えて「問い」をつくるっ
ていうところがやっぱりできないっていう話が、
ちょっと心に響きました。多分「問い」がつくれな
いっていうのは、問題意識がないから「問い」をつ
くれないって話だったかなと思うんですけど。だけ
ど、多分奨学金の話は、自分ごととしてつながって
きてるんですよね。

荒木：　そうですね。「問い」をつくれないっていう
のは２つ意味がありまして、今、橋本先生がおっ
しゃったように、そもそも自分の中に問題意識がな
いとキーワードを考えられないっていうのもありま
す。そこは、一番の課題です。一方でもう１つ、例
えば「ペットの殺処分を減らしたい」という問題意
識があり、それをキーワードとして検索すると、結

果として膨大な議事録が出てきます。さらに絞り込
みの検索すると、議会でペットについて提案されて、
議事として記録されても「継続して調べていきます」
など、議論として進展していないで終わっている結
果を知り、無力感で終わっちゃうといいますか。結
果がなんとか読み解けても、「結局、習志野市はダ
メだった。隣の市はペットの譲渡会までできてい
る。」のように、本当は、その無力感で終わらせる
んじゃなくて、その一歩先の授業展開ができればい
いんですが、それができませんでした。課題解決で
きるような方法、アイデアを考えるとか、財源確保
の提案などですね。これも反省点の１つになります。

橋本：　今のお話聞いてると、自分の街はそこまでで
きてないけど、他の街と比較してっていうところで
ね、その中で逆になんでできないんだっていう、っ
ていう問題意識や課題意識につながっていく話だと
思いますね。だからそういう意味で言うと、やっぱ
り先生の授業の進め方は間違ってないと思います。
うまくいったのではないかなと、思いました。

塙　：　地方選挙がない時期はどのように取り組まれ
ているのですか？

荒木：　そうですね。地方選挙の時は必ず模擬投票は
やっているのですが、それがない年については、国
政選挙があればそれに取り組みますし、色々です。
ただ、今回初めて三段階での実践をしました。対話
集会は、当選してすぐに実施ではなく、何年か経っ
てからやった方がよいのかもしれない、と思ってい
ます。この実践では、４月に当選して 11 月に対話
集会をやっているので、実際には初当選の市議はほ
とんど動けていないです。初当選の市議の割合は少
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ないですが、本当はもう少し時間が経ってからやっ
た方が良かったなという反省点もあります。

塙　：　対話集会だけであれば毎年、実践することも
可能なものなのでしょうか。
また、選挙年でなければ限定して会派を呼ぶこと
も可能か教えていただきたいです。

荒木：　確かに、地方選挙がないとき時も、毎年対話
集会を実践することは可能ですね。
対話集会直後の市議の代表らを交えた反省会でも、
塙先生のおっしゃる「限定した会派」のお話が出ま
した。たとえば、テーマを決めてその賛否に関して、
対立する会派から話してもらうなどです。今回の対
話集会は、広く浅くなってしまったんですけど、塙
先生がおっしゃったような方法も有効かと思います。

編集部：　テーマを決めて実施する場合は、そのテー
マを生徒が決めて、市議を呼ぶ、という段取りにし
たいですね。あらかじめ、市議会での動向などから、
勝手にテーマを決定されるのは、あまり適切ではな
いように感じますね。やはり「問い」や「課題」と
いうものを、自分ごととして設定してもらいたい、
とはどうしても思ってしまいますね。

荒木：　おっしゃるとおりです。今回の対話集会も「生
徒からの質問に市議がこたえる」という主旨で始
まっています。最初に企画した時には、「対話集会」
ではなく、「あの公約どうなったの？」という挑発
的なタイトルでした。編集部の中沖さんに「対話集
会」と命名していただき、マイルドになりました。

編集部：　お役に立ててよかったです。
あと、時間のことばっかりで恐縮なんですけど、
対話集会は LHR（ロングホームルーム）で１回、そ
の前段階ではどのようにお時間を使われています
か。すでにお話いただいていたら申し訳ないのです
が。資料で確認できますか。

荒木：　年間で５時間です。ICT を活用して生徒のレ
ポート提出を回収できれば、年間の授業時数は最短
で５時間でできます。時数としては、模擬投票と開

票に各１時間、会議録検索の方法を教えるために１
時間、対話集会の事前準備に１時間、対話集会の当
日に１時間です。
実際の授業としては、４月から順に、選挙の前後
に模擬選挙で２コマ、会議録検索の作業の方法とし
て１コマ使います。会議録検索は、生徒の自宅パソ
コンやタブレットでもできますので、自宅学習とし
ています。ICT を活用すれば、会議録検索について
の生徒のレポートを集約できます。対話集会をロン
グホームルームの１コマとして、対話集会の結果は、
市議会の会議録が掲載された後に１コマ実践しまし
た。

編集部：　うまくカリキュラムマネジメントできれば、
一応、先生が当初目標としている、誰でもできる主
権者教育の授業になる、というところですね。

荒木：　そうですね、誰でもできる主権者教育が目標
です。ただ改めて考えてみると、２単位の授業で年
間５時間使うのは、なかなか重いですね。一方で、
地方選挙は４年に１度なので、模擬投票の２コマが
減り、会議録検索と対話集会の３コマなら、年間の
授業の中に入れられるのではないでしょうか。
今回の実践では、公職選挙法に抵触しそうな部分
には、特に注意を払っています。管理職、議会事務局、
担当の学年の先生方の協力が得られれば、対話集会
をすることで生徒がもつ市議（政治家）への印象が
変わります。

編集部：　荒木先生、ありがとうございました。主権
者教育の取り組みとして、政治的中立を計りながら、
活動的・対話的に取り組まれた授業であると感じま
した。お疲れ様でした。

＊「公共を検証する③」は、本冊子リサーチにて、次回
掲載を予定しています。政治・経済の分野について、他
科目との連携についてなどの内容で、ご報告を整理して
まいります。
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2026年11月刊行予定
第３巻『唐物への憧れはやめられないのか？』
　　　（皆川雅樹）
第４巻『近世日本・ロシア・北太平洋世界を新視点で探究	
	 する―「日本史」を世界にひらく―』（横井成行）
第５巻『鉱山は地域に何をもたらしたのか？―院内と佐	
	 渡から探究する―』（竹田和夫）　　
（以下続刊）

　高校現場で「日本史探究」が始まって４年目を迎え、
先生方は工夫を凝らし、時に悩みながらも様々な探
究学習・授業を実践されていることだろう。本シリー
ズはそうした学校や地域における生徒・一般市民の
歴史の学びをサポートするとともに、史料を読み解
き歴史を探究する面白さを体感してもらいたいとい
う思いで企画された。
　第一線の歴史学者、高校での指導経験もある研究
者の皆さんが提示する多様な史資料と新たな視点は
圧巻で、わくわく感に満ちている。そして同時に、
歴史を学ぶ意味・大切さを率直に、十二分に伝えて
くれる。気軽に読める分量ながら、読後の満足感は
大きい。
　本書の姉妹編ともいえる「歴史総合パートナーズ」
も、歴史学の成果に立脚しつつ、歴史上の物事を一
般化・概念化することによって現在を生きる「私た
ち」に役立つ歴史の学びを提案してきた。「日本史探
究ワークショップ」も目指すコンセプトは変わらな
いが、歴史的な「場」や史料へアクセスがしやすい
という日本史の “強み” を生かし、探究を実践して
みること、つまり名前の通り「ワークショップ」が

もう一つの柱となっている。本の中ではあるけれど
も、読者が専門家である著者の手ほどきを受けなが
ら史料にじっくり向き合い、思考を深めることがで
きる。またこれをきっかけに、新たな探究に向かう
こともできるだろう。歴史学習・授業づくりのお供
にしていただければ幸いである。

　

「歴史総合パートナーズ」に続く新シリーズ

「日本史探究ワークショップ」刊行開始！

　既刊紹介（2026年 6月刊行）
第１巻『縄文時代の定住生活は社会をどう変えた？』（山田康弘）　／ 84頁

■私たちが当たり前におこなっている定住生活。一
方で，意外にメリットも多い移動生活。縄文時代
の人々はなぜ移動生活をやめて定住生活をはじめ
たのか。それは私たちにどうつながっているのか。
様々な考古資料から縄文時代に起きた一大変革と
その行方を探ります。

もくじ
プロローグ　縄文時代が「再評価」されている？
第１章　　　縄文時代は遅れた時代？
第２章　　　移動生活をしていた旧石器時代の人々
第３章　　　定住生活はなぜはじまった？
第４章　　　稲作にも都合がよかった定住生活
第５章　　　強制的な定住生活は、税を取るため？
エピローグ　現代における定住生活

■女性の財産は，結婚したらどうなるのか？守護と
地頭，女性がなれるのはどっち？……いつの時代
にも，時の政権は法によって性別による違いを定
めました。北条泰時が制定した御成敗式目と，幕
府法廷の判決文から，鎌倉幕府はジェンダーをど
う定めたのか，それがなぜ，どのように変わって
いくのか，を読み解きます。

第２巻『鎌倉幕府はジェンダーをどう定めたか？』（野村育世）　／ 92頁

もくじ
はじめに
第１章　	 北条泰時登場
第２章　	 御成敗式目をジェンダーの視点	
	 で読む

　《もっと探究》　 潜入・鎌倉幕府法廷
第３章　	 女子に譲るべからず
おわりに

本シリーズの詳細情報は QR からご確認ください。
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　現役高校生による企画制作の書籍が刊行された。
　発端は高校 1年生の「倫理」の授業。「これまで
の授業で扱った内容をもとに、哲学者の思想にちな
んだ４コマ漫画を作ってみよう」という取り組みか
らだったという。哲学に興味を持った有志が集まり、
書籍化の企画が放課後や空き時間で進んだ。
　2年生の夏には、本格的な出版に向けて出版社に
赴き、生徒自身がプレゼンを実施した。制作費用や
スケジュール管理など、さまざまな課題もあげられ
たが、書籍の紙面デザインや表紙デザイン、イラス
トなども生徒たちで分担して制作することになり、
いよいよ正式に書籍の刊行に向けてスタートした。
　32 名の有志は「推し哲プロジェクト制作委員会」
として、印刷や出版に関する知識や情報を、担当の

印刷会社や出版社に食らいついて学び、また、著作
物であることの基本である創造物としての意味を学
び、原典資料や関連資料などをもとに、自らの手で
作りあげた。3年生の夏の終わりに刊行となった。
　高校生たちからの紹介文の一部を抜粋して掲げる。

　哲学とは、「なぜ？」「本当にそうなの？」という
素朴な疑問から始まる、とても身近な学問です。こ
の本は、そんな哲学を 4 コマ漫画と組み合わせるこ
とで、笑いを交えて楽しく学べる一冊にしました。
　さらに、本書は学生が主体となって制作されまし
た。一冊の本作りに挑戦した生徒たちの思いも、ぜ
ひ感じて頂けたら幸いです。

　ぜひ手に取って、哲学をもっとみんなに知ってほ
しいという、彼らの思いを受け取ってもらいたい。

企画・構成・編集・作中イラスト
すべて現役高校生の手による哲学本が刊行

情報提供　清水書院編集部

　Research   2026.No.3　	 特集　新しい授業のために	 　	 2026 年９月 30 日   発行
　			   発行所　（株）清水書院		  印刷所　広研印刷（株）

『哲学者図鑑』の紙面

①人物紹介
②思想紹介
　この人物はどんな考えを	
　持っているかを簡潔にまと	
　めた。
③面白エピソード
④ 4 コマ漫画
　思想をわかりやすく説明
⑤キーワード
　説明文に出てきたキーワー	
　ドをまとめた。

本書の
紙面構成

推し哲が見つかる!?　

哲学者大図鑑
著者 : 東京都立小石川中等教育学校 16 期生
　　　（推し哲プロジェクト制作委員会）

〈書誌情報〉
判型 : A5判　 256 頁
定価 : 990 円（税込）
ISBN : 978-4-389-50174-7
発行：清水書院

マスコットキャラクター・
ナビゲーター

「ヘカイデカくん」

本書の詳細情報は QR からご確認ください。
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